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(54)【発明の名称】 蛍光内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  接続されるスコープの種類に応じて再現画像
の倍率を調節することができる蛍光内視鏡システムを提
供する。
【解決手段】  スコープの接眼部１３の接眼光学系１６
を通過する光束の光路上に変倍光学系３５を設ける。変
倍光学系は接眼光学系１６を光路切換ユニットとの間に
配設する。変倍光学系３５は接眼光学系１６の光軸ＯＰ
に沿って移動可能な第１のレンズ群３５１と固定された
第２のレンズ群３５２とを有する。レバー３５３Ｃを操
作するとカム環３５３が回転し、カム環３５３の回転に
応じて第１のレンズ群３５１が移動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープと、
前記スコープが着脱自在に接続される撮像ユニットとを
備え、
前記撮像ユニットは、生体からの通常光の反射により得
られる通常光光学像を撮像する通常画像撮像手段と、前
記生体に励起光を照射することにより励起して得られる
蛍光光学像を撮像する蛍光画像撮像手段と、前記生体か
ら前記スコープにより導かれる光束の光路を前記通常画
像撮像手段と前記蛍光画像撮像手段のいずれかに選択的
に導く光路切換手段と、前記通常光光学像および前記蛍
光光学像の倍率を変換するための像倍率変換手段とを有
することを特徴とする蛍光内視鏡システム。
【請求項２】  前記スコープは、前記光束を導くための
光ガイド部材と、該光ガイド部材の出射端近傍に配設さ
れる接眼光学系とを有し、
前記像倍率変換手段は、前記接眼光学系と前記光路切換
手段との間に配設される変倍光学系を有することを特徴
とする請求項１に記載の蛍光内視鏡システム。
【請求項３】  前記変倍光学系は、前記接眼光学系の光
軸に沿って移動可能に保持される、像倍率を変換するた
めのレンズ群を有し、
前記像倍率変換手段は、前記レンズ群の位置を制御する
位置制御部材を有することを特徴とする請求項２に記載
の蛍光内視鏡システム。
【請求項４】  前記倍率変換手段は、内周面に雌ねじが
形成された円筒状の回転部材と、前記回転部材内に配設
され、外周面に前記雌ねじに螺合する雄ねじが形成さ
れ、前記レンズ群を保持する円筒状のレンズ保持部材と
を有し、前記位置制御部材は、前記回転部材の外周面に
形成された突起状のレバー部材であることを特徴とする
請求項３に記載の蛍光内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、通常光観察と蛍光
観察が選択的に切り換えられる蛍光内視鏡システムに関
する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、特定波長の励起光を生体に照
射すると生体内組織が蛍光を発生することが知られてい
る。この自家発光の特性は正常組織と病変組織により異
なり、正常組織の発光強度の方が病変組織の発光強度よ
り強い。したがって、この生体内蛍光物質の自家蛍光を
利用すれば、生体の表層から視認することが困難な早期
癌の発見等に有効である。
【０００３】医療の分野ではこの蛍光観察が可能な蛍光
内視鏡システムが提案されており、可視帯域の波長を有
する通常光を照射し生体を観察する通常光観察と、励起
光を照射し生体を観察する蛍光観察が切り換えられるよ
うになっている。通常光観察においては、生体に通常光
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を照射し、生体から反射される通常光を結像させ、通常
光光学像がＴＶモニターに再現される。また、蛍光観察
においては、生体に励起光を照射し、生体内組織が自家
発光する蛍光による光学像がＴＶモニターに再現され
る。
【０００４】生体からの反射光や、自家発光の蛍光は、
患者の体内に挿入されたスコープの挿入部の先端から、
スコープ内に設けられるイメージガイド・ファイバ・バ
ンドル（以下、イメージガイド）によりスコープの接眼
部に設けられる接眼光学系に導かれる。接眼光学系を通
過した光束は、スコープが接続される撮像ユニット内に
設けられた撮像手段へ導かれる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】撮像ユニットには、上
部消化管、十二指腸、大腸等、観察する部位に応じて異
なるタイプのスコープが接続される。これらのスコープ
は観察対象に合わせて異なる外径を有する。したがっ
て、内部に設けられるイメージガイドの外径もスコープ
により大小の差がある。すなわち、撮像手段に形成され
る光学像のサイズはイメージガイドの径に左右される。
その結果、接続されるスコープの種類によっては、ＴＶ
モニターに再現される画像が小さすぎたり、逆に大きす
ぎたりして観察しにくいという問題があった。
【０００６】本発明は以上の問題を解決するものであ
り、通常光観察と蛍光観察が選択的に切り換えられる蛍
光内視鏡システムにおいて、使用されるスコープのタイ
プに左右されることなく、常時、良好な再現画像を得る
ことを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明に係る蛍光内視鏡
システムは、スコープと、スコープが着脱自在に接続さ
れる撮像ユニットとを備え、撮像ユニットは、生体から
の通常光の反射により得られる通常光光学像を撮像する
通常画像撮像手段と、生体に励起光を照射することによ
り励起して得られる蛍光光学像を撮像する蛍光画像撮像
手段と、生体からスコープにより導かれる光束の光路を
通常画像撮像手段と蛍光画像撮像手段のいずれかに選択
的に導く光路切換手段と、通常光光学像および蛍光光学
像の倍率を変換するための像倍率変換手段とを有するこ
とを特徴とする。
【０００８】好ましくは、スコープは、光束を導くため
の光ガイド部材と、光ガイド部材の出射端近傍に配設さ
れる接眼光学系とを有し、像倍率変換手段は、接眼光学
系と光路切換手段との間に配設される変倍光学系を有す
る。
【０００９】好ましくは、変倍光学系は、接眼光学系の
光軸に沿って移動可能に保持される、像倍率を変換する
ためのレンズ群を有し、像倍率変換手段は、レンズ群の
位置を制御する位置制御部材を有する。
【００１０】好ましくは、倍率変換手段は、内周面に雌
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ねじが形成された円筒状の回転部材と、回転部材内に配
設され、外周面に雌ねじに螺合する雄ねじが形成され、
レンズ群を保持する円筒状のレンズ保持部材とを有し、
位置制御部材は、回転部材の外周面に形成された突起状
のレバー部材である。
【００１１】以上のように、本発明によれば撮像ユニッ
トに倍率変換手段が設けられている。したがって、接続
されるスコープの種類によらず、倍率変換を行なうこと
ができるため、常時、視認性のよい再現画像が得られ
る。
【００１２】また、倍率変換手段の変倍光学系を接眼光
学系と光路切換え手段との間に設けることにより、通常
光観察の場合も蛍光観察の場合も、同様の像倍率で変換
された再現画像が得られる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は本発明に係る実施形態が適
用される蛍光内視鏡システムのブロック図である。スコ
ープ１０は、挿入部１１と挿入部１１の先端と反対側の
基端に設けられる操作部１２と、操作部１２と一体的に
設けられる接眼部１３とを有する。挿入部１１は患者の
体内に挿入される可撓性導管である。スコープ１０内に
は挿入部１１の先端に照明光を導くためのライトガイド
・ファイバ・バンドル（以下、ライトガイド）１４が挿
通させらている。ライトガイド１４により挿入部１１に
導かれた照明光は、ライトガイド１４の出射端近傍に設
けられた発散光学系（図示せず）を介して生体Ｓに照射
される。また、生体Ｓに通常光を照射することにより得
られる反射光や、励起光を照射することにより生体内組
織が自家発光する蛍光を接眼部１３に導くイメージガイ
ド・ファイバ・バンドル（以下、イメージガイド）１５
が挿通させられている。これらの反射光や自家発光の蛍
光は、挿入部１１の先端に設けられた対物レンズ（図示
せず）を介してイメージガイド１５の入射端に集光さ
れ、イメージガイド１５により、接眼部１３に設けられ
る接眼光学系１６に導かれる。
【００１４】ライトガイド１４はライトガイド連結管１
７を介して光源装置２０のキセノンランプ等の白色光源
２１に光学的に接続される。ライトガイド１４の入射端
と白色光源２１との間には赤外線カットフィルタ（ＩＲ
－ＣＵＴフィルタ）２２と励起光用フィルタ（ＥＸフィ
ルタ）２３が設けられる。ＩＲ－ＣＵＴフィルタ２２
は、白色光源２１の出射光に含まれる赤外線成分を除去
するためのフィルタであり、ＩＲ－ＣＵＴフィルタ２２
を白色光源２１の出射光の光路上に介在させることによ
り、照明光が照射される部位の発熱が防止される。ＩＲ
－ＣＵＴフィルタ２２は、常時、白色光源２１の出射光
の光路上に位置付けられる。ＥＸフィルタ２３は、白色
光源２１の出射光に含まれる青色成分のみを通過させる
ためのフィルタであり、ソレノイド２４により白色光源
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２１の出射光の光路上と光路から外れた位置との間を移
動可能に設けられる。
【００１５】スコープ１０の接眼部１３はカメラボック
ス３０の取付口３９に着脱自在に接続される。接眼部１
３は、バヨネット等の公知の取付機構により接眼光学系
１６の光軸を中心として回転可能に取り付けられる。カ
メラボックス３０内には、通常画像用カメラヘッド３１
および蛍光画像用カメラヘッド３２が設けられる。通常
画像用カメラヘッド３１はカラーチップフィルタを有す
るＣＣＤ（charge coupled device）イメージセンサを
備える。蛍光画像用カメラヘッド３２は、モノクロのＣ
ＣＤイメージセンサを備える。通常画像用カメラヘッド
３１および蛍光画像用カメラヘッド３２はそれぞれ通常
画像用カメラＣＣＵ（camera control unit）３３、蛍
光画像用カメラＣＣＵ３４に接続されており、各ＣＣＵ
の制御に基づいて駆動される。
【００１６】接眼光学系１６を通過してカメラボックス
３０内に入射した光束は変倍光学系３５を通過し、光路
切換ユニット３６へ導かれる。換言すれば、変倍光学系
３５は、スコープ１０の接眼光学系１６と光路切換ユニ
ット３６との間に設けられる。光路切換ユニット３６
は、接眼光学系１６および変倍光学系３５を通過する光
束に含まれる青色成分をカットするためのＦＬフィルタ
１８と、同光束を通常画像用カメラヘッド３１に導くた
めのダハプリズム１９とを備える。
【００１７】光路切換ユニット３６には切換レバー３７
が設けられている。切換レバー３７はカメラボックス３
０の外方に突出しており、操作者が切換レバー３７を図
１中の矢印方向に押下したりあるいは引き上げることに
より光路切換ユニット３６は変位させられ、ＦＬフィル
タ１８若しくはダハプリズム１９が変倍光学系３５を通
過する光束の光路上に介在させられる。
【００１８】光路切換ユニット３６には切換え状態を検
出するディテクタ３８が備えられている。すなわち、デ
ィテクタ３８からは、変倍光学系３５を通過する光束の
光路上にＦＬフィルタ１８、ダハプリズム１９のいずれ
が位置付けられているのかを示す信号が出力される。
【００１９】内視鏡システム全体の制御は、光源装置２
０内に設けられるマイクロコンピュータであるセレクタ
２５により行われる。セレクタ２５は中央処理ユニット
（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行するためのプログラ
ム、常数等を格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、デ
ータ等を一時的に格納する書込み／読出し自在なメモリ
（ＲＡＭ）から成る。
【００２０】セレクター２５には、上述のソレノイド２
４、ディテクタ３８、通常画像用カメラＣＣＵ３３およ
び蛍光画像用カメラＣＣＵ３４、ＴＶモニター４０が接
続されている。通常画像用カメラヘッド３１および蛍光
画像用カメラヘッド３２により得られた画像情報は、通
常画像用カメラＣＣＵ３３および蛍光画像用カメラＣＣ
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Ｕ３４を介してセレクター２５に入力され、セレクター
２５の制御に基づいていずれかの画像情報が選択されＴ
Ｖモニター４０へ出力される。
【００２１】尚、スコープ１０の挿入部１１に設けられ
た鉗子口（図示せず）には導光プローブ５０が挿通させ
られている。導光プローブ５０により、励起光の照射に
より発生する自家蛍光はポリクロメータ５１へ導かれ
る。ポリクロメータ５１は多波長スペクトル強度を測定
する分光器であり、入射された蛍光の分光測定が行なわ
れる。その測定結果はパーソナルコンピュータ５２にお
いて所定の演算処理が施され、ＴＶモニター５３に出力
される。
【００２２】図１は、切換レバー３７が引き上げられた
状態を示す。図１に示すように切換レバー３７が引き上
げられると、光路切換ユニット３６はＦＬフィルタ１８
が変倍光学系３５を通過する光束の光路上に介在するよ
う位置付けられる。この状態で、ＦＬフィルタ１８が同
光路上に介在していることを示す検出信号がディテクタ
３８からセレクタ２５に入力される。それに応じて、白
色光源２１の出射光の光路中にＥＸフィルタ２３が位置
付けられるよう、セレクタ２５からソレノイド２４に制
御信号が出力される。また、セレクタ２５は蛍光画像用
カメラＣＣＵ３４から入力される画像信号を選択し、Ｔ
Ｖモニター４０に出力する。
【００２３】白色光源２１から出射された出射光はＩＲ
－ＣＵＴフィルタ２２により赤外成分がカットされ、か
つＥＸフィルタ２３により青色成分のみが抽出された励
起光がライトガイド１４の入射端に入射する。励起光は
ライトガイド１４によりスコープ１０の先端部に導か
れ、発散光学系を介して生体Ｓに照射される。
【００２４】励起光が照射されると、生体Ｓ内の自家蛍
光物質により自家発光する蛍光、および生体Ｓにより反
射される励起光がイメージガイド１５により接眼部１３
まで導かれる。接眼部１３の接眼光学系１６を介してカ
メラボックス３０に入射し、変倍光学系３５を通過する
光束のうち、励起光の反射光はＦＬフィルタ１８により
カットされ、蛍光成分のみが結像光学系３２０に導かれ
る。蛍光成分のみとなった光束は、結像光学系３２０に
よりイメージインテンシファイア３２１の画像入射部に
結像され、イメージインテンシファイア３２１において
光強度が増幅され、投影光学系３２２を介して蛍光画像
用カメラヘッド３２のＣＣＤイメージセンサの受光部に
投影される。蛍光光学像は蛍光画像用カメラヘッド３２
のＣＣＤイメージセンサにより光電変換され、蛍光画像
の画像情報が出力される。上述のように、セレクター２
５の制御は蛍光画像用カメラＣＣＵ３４から入力される
画像情報のみを選択しＴＶモニター４０に出力するよう
切り換えられている。したがってＴＶモニター４０に蛍
光画像が再現され、操作者は病変組織の有無をチェック
することができる。
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【００２５】図１に示す状態において切換レバー３７を
押すと光路切換ユニット３６はダハプリズム１９が変倍
光学系３５を通過する光束の光路中に介在するよう位置
付けられる。ディテクタ３８からは、ダハプリズム１９
が光路上に介在していることを示す検出信号がセレクタ
２５に入力される。それに応じて、白色光源２１の出射
光の光路からＥＸフィルタ２３を退避させるよう、セレ
クタ２５からソレノイド２４に制御信号が出力される。
また、セレクタ２５は通常光画像用カメラＣＣＵ３３か
ら入力される画像情報を選択し、ＴＶモニター４０に出
力する。その結果、内視鏡システムは図２に示すように
通常光観察モードとなる。
【００２６】白色光源２１から出射された出射光はＩＲ
－ＣＵＴフィルタ２２により赤外成分がカットされるの
みであり、白色光である通常光がライトガイド１４の入
射端に入射する。通常光はライトガイド１４によりスコ
ープ１０の先端部に導かれ、発散光学系を介して体内に
照射される。
【００２７】通常光が照射されると生体Ｓにより反射さ
れ、その反射光がイメージガイド１５により接眼部１３
まで導かれる。接眼部１３の接眼光学系１６を介してカ
メラボックス３０に入射し、変倍光学系３５を通過した
光束はダハプリズム１９により光路が直角に変更され、
結像光学系３１０を介して通常画像用カメラヘッド３１
のＣＣＤイメージセンサの受光部に結像される。この通
常光光学像はＣＣＤイメージセンサにより光電変換さ
れ、通常画像の画像情報が出力される。上述のように、
セレクター２５の制御は通常画像用カメラＣＣＵ３３か
ら入力される画像情報のみを選択し、ＴＶモニター２５
に出力するよう切り換えられている。その結果、ＴＶモ
ニター２５に通常光画像が再現される。
【００２８】図３は、変倍光学系３５のレンズ構成を模
式的に示す図である。変倍光学系３５は第１レンズ群３
５１と第２レンズ群３５２からなる。第１レンズ群３５
１は、スコープ１０の接眼光学系１６側に配設される。
第１レンズ群は変倍のために設けられるレンズ群であ
り、複数の光学要素を有し、接眼光学系１６の光軸ＯＰ
に沿って移動可能である。第１レンズ群３５１と接眼光
学系１６との距離が短くなるのに従って、上述のカメラ
ヘッド３１、３２（図１、２参照）に結像される光学像
のイメージサイズは拡大され、第１レンズ群３５１と接
眼光学系１６との距離が長くなるのに従って、同光学像
のイメージサイズは縮小される。第２レンズ群３５２は
光軸ＯＰ方向において固定されており、第１レンズ群３
５１を通過する光束は第２レンズ群３５２を通過するこ
とにより平行光となり光路切換ユニット３６（図１、２
参照）へ導かれる。
【００２９】図４は変倍光学系３５が保持される部分を
拡大して示す一部断面図である。円筒状のカム環３５３
は、カメラボックス３０内において、所定の支持機構
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7
（図示せず）により接眼光学系１６の光軸ＯＰを中心と
して回転可能に支持される。カム環３５３の内壁面にお
いて、接眼光学系１６側には周方向に沿ってカム環３５
３の内方に突出する第1の停止枠３５３Ａおよび第２の
停止枠３５３Ｂが形成されている。カム環３５３の内壁
面において第1の停止枠３５３Ａと第２の停止枠３５３
Ｂに挟まれた部分には、周方向に沿って雌ねじが刻設さ
れている。カム環３５３の外周面の一部には突起状の倍
率調節レバー３５３Ｃが固定されている。
【００３０】カム環３５３の内部には、第1の停止枠３
５３Ａと第２の停止枠３５３Ｂとの間に、第１レンズ群
３５１を保持する円筒状のレンズ保持部材３５４が配設
される。レンズ保持部材３５４の外周面には、カム環３
５３の雌ねじに螺合する雄ねじが刻設されている。
【００３１】円筒状のレンズ保持部材３５５はレンズ保
持部３５６と取付部３５７とを有する。第２レンズ群３
５２はレンズ保持部３５６内に固定されている。取付部
３５７は所定の固定機構（図示せず）により、カメラボ
ックス３０内に固定されており、光軸ＯＰに沿った方向
の移動および光軸ＯＰを中心とする回転が防止される。
【００３２】レンズ保持部材３５５の外周面には周方向
に沿って固定溝３５５Ａが形成されている。カム環３５
３の内周面には周方向の全周にわたってカム環３５３の
内部に向かって突出する第１の固定枠３５３Ｄおよび第
２の固定枠３５３Ｅが形成される。レンズ保持部材３５
５は、レンズ保持部３５６の端面は第1の固定枠３５３
Ｄに当接しかつ第2の固定枠３５３Ｅは固定溝３５５Ａ
に嵌合するよう、配設される。カム環３５３の第１およ
び第２の固定枠３５３Ｄ、３５３Ｅに挟まれた部分とレ
ンズ保持部３５６、およびカム環３５３の第２の固定枠
３５３Ｅより光路切換ユニット側の部分と取付部３５７
は、光軸ＯＰを中心とする回転方向において相対的に摺
動可能に嵌合する。したがって、カム環３５３は接眼光
学系１６の光軸ＯＰを中心として回転可能であり、かつ
光軸ＯＰ方向においては変位しないよう固定される。
【００３３】レンズ保持部材３５５のレンズ保持部３５
６の端面の一部にはレンズ保持部材３５４側に向かって
突出する回転防止部材３５６Ａが一体的に形成されてい
る。レンズ保持部材３５４には、レンズ保持部材３５５
側の端面に開口部を有し、所定の深さを有する回転防止
穴３５４Ａが形成されている。回転防止穴３５４Ａは回
転防止部材３５６Ａが嵌合する形状に形成される。回転
防止部材３５６Ａは回転防止穴３５４Ａ内において、光
軸ＯＰに沿う方向において相対的に摺動可能に配設され
ている。したがって、回転防止部材３５６Ａは、レンズ
保持部材３５４の光軸ＯＰに沿った移動を妨げることな
く、光軸ＯＰを中心とする回転運動を防止する。
【００３４】倍率変換レバー３５３Ｃを回転させると、
カム環３５３は光軸ＯＰを中心として回転する。上述の
ように、カム環３５３は光軸ＯＰに沿った方向において*
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*固定されており、レンズ保持部材３５４は光軸ＯＰを中
心とする回転方向において固定されている。したがっ
て、カム環３５３の回転運動に応じてレンズ保持部材３
５４は光軸ＯＰ方向に沿って変位する。
【００３５】尚、レンズ保持部材３５４の移動範囲は第
１および第２の停止枠３５３Ａ、３５３Ｂにより規定さ
れる。したがって、第１および第２の停止枠３５３Ａ、
３５３Ｂは、カム環３５３の雌ねじとレンズ保持部材３
５４の雄ねじの螺合状態が外れ、レンズ保持部材３５４
の移動が制御不可能とならないよう、位置付けられてい
る。また、不用意な外力がカメラボックス３０に加えら
れても、第1の停止枠３５３Ａが形成されていることに
より、レンズ保持部材３５４がカム環３５３の接眼部１
３側の開口部から突出することが防止される。
【００３６】図５は、カメラボックス３０においてスコ
ープ１０の接眼部１３が嵌合するスコープ取付口３９の
近傍を示す斜視図である。スコープ取付口３９は円筒形
を呈し、その外周面には周方向に沿って所定の長さを有
するスロット３９Ａが形成されている。上述の倍率調節
レバー３５３Ｃはスロット３９Ａから外方に突出してい
る。したがって、倍率調節レバー３５３Ｃの移動範囲は
スロット３９Ａの周方向に沿った長さにより定まる。す
なわち、レンズ保持部材３５４の可動範囲はスロット３
９Ａの周方向の長さにより規定される。スロット３９Ａ
の長さは、第１および第２の停止枠３５３Ａ、３５３Ｂ
により規定されるレンズ保持部材３５４の移動範囲を超
えないよう、決定される。
【００３７】操作者は、スコープをカメラボックス３０
のスコープ取付口３９Ａに接続した後、そのスコープの
種類に応じて倍率変換レバー３５３Ｃを１回、操作すれ
ばよい。スコープに適した像倍率が得られる位置に倍率
変換レバー３５３Ｃが位置決めされた後は、通常光観
察、蛍光観察のいずれにおいても最適な倍率に変換され
た映像が、ＴＶモニター４０に常時、再現される。
【００３８】尚、本実施形態において、変倍光学系３５
は２つのレンズ群（３５１、３５２）で構成されている
がこれに限るものではなく、カメラボックス３０内にお
ける設計上の制限を満たす範囲内で、要求されるズーム
比に応じて３群以上のレンズ群で構成されてもよい。
【００３９】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、通常光観
察と蛍光観察の切換えが可能な蛍光内視鏡システムにお
いて、使用されるスコープの種類に応じて像倍率を調節
することができる。したがって、常時、最適な倍率に変
換された再現画像が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る実施形態が適用される蛍光内視鏡
システムのブロック図であり、蛍光画像を観察する状態
を示す。
【図２】通常光画像を観察する状態の蛍光内視鏡システ
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ムのブロック図である。
【図３】変倍光学系のレンズ構成を模式的に示す図であ
る。
【図４】変倍光学系の支持構造を示す一部断面図であ
る。
【図５】カメラボックスにおいてスコープの取付部の近
傍を示す斜視図である。
【符号の説明】
１０  スコープ
１４  ライトガイド
１５  イメージガイド
２０  光源装置 *
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*２１  白色光源
２３  励起光用フィルタ
２４  ソレノイド
２５  セレクター
３０  カメラボックス
３１  通常画像用カメラヘッド
３２  蛍光画像用カメラヘッド
３５  変倍光学系
３６  光路切換ユニット
４０  ＴＶモニター
３２０  励起光カットフィルタ

【図１】

【図２】

【図５】
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